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５．２ 実験方法及び結果，考察 

 閉塞型反応器であるオートクレーブを用いて行った．温度，触媒を変化させて水熱処理し，その分

解生成物を分析した．実験条件を次に示す． 

 

 

５．２．１ C. vulgaris 

最初に水熱処理によって得られたガスサンプルの結果を示す． 

 

 

Fig. 1 No catalyst 

 

・ 触媒無しと KOH を使用した際は，

水素量は増加した． 

・H₂SO₄を使用した際，わずかなメタ

ンが確認された． 

・どの条件下においても酸素はほとん

ど発生しなかった． 

・温度の上昇とともに窒素量が減少し

た． 



 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 H2SO4 

 

 

Fig. 3 KOH 

 

 

次に 300℃における残った固体を SEM で分析した結果を示す． 

 

 

      Fig. 5 no catalyst 

 

 

 
Fig. 4 Raw material 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

           Fig. 6 H2SO4 

 

H2SO4を加えた際，クロレラの分解が進み，構造が壊れ粒状の分解生成物によって構成されたような

形になった．また KOH を加えた際，粒状の分解生成物がさらに壊れ，粉状になった．このことから

KOH は H2SO4よりも分解を促進する触媒だということが分かった． 

 

最後に 200℃における液体サンプルを CHNS で分析したものを以下に示す． 

 

 

Fig. 8 CHNS result of dried liquid sample at 200℃ 

 

触媒を加えることによって酸素の発生量が増え，炭素量は減少した． 

また，水素量と窒素量はあまり変化が見られなかった． 

 

 

 

 

 

           Fig. 7 KOH 



 

 

 

 

 

 

５．２．２ Spirulina 

最初に水熱処理によって得られたガスサンプルの結果を示す． 

 

Fig. 9 no catalyst 

 

Fig. 10 H2SO4 

 

Fig. 11 KOH 

 

次に 300℃における残った固体を SEM で分析した結果を示す． 

 

 

 

 

・ 触媒が加えられた時，窒素の量が

250℃において最も大きくなった． 

・ どの温度においても酸素の量に変

化はなかった． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

触媒無しで水熱処理した際，スピルリナは完全に分解することがなく表面だけが削られたような形に

なった．H2SO4を使用した際，粒状の物質が集合したような構造になり KOH を使用した際は再び固

着したような構造になった． 

 

最後に 200℃における液体サンプルを CHNS で分析したものを以下に示す． 

 

 
Fig. 13 No catalyst at 300℃ 

 

 

 

Fig. 12 Raw material 

 
Fig. 14 H2SO4 at 300℃ 

 

 
Fig. 15 KOH at 300℃ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Fig. 16 CHNS result of dried liquid sample at 200℃ 

 

触媒を使用した際，酸素の量が増加し，炭素の量と窒素の量は減少した．また酸素の量はあまり変わ

らなかった．そして 200℃においては触媒を使用していない時，処理前と構成は変わらなかった． 

 

６．まとめ 

 1 ヶ月のみという短い期間でしたが，研究のノウハウやあり方などを現地の教授またそこの学生と

実験していくうえで再確認することが出来ました．またすべて英語でコミュニケーションを取るとい

う環境に身を置くことで自分の言いたいことをどう言ったらいいのか，どう表現すればよいのかを毎

回考えることになり，非常に困難でしたが自分の成長を感じることが出来ました．これからもし海外

で働くことがあれば英語は不可欠だと思うのでさらに向上を目指していきたいと思います． 
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